
　

市
は
、
10
月
30
日
㈬
か
ら
11
月
22
日
㈮
ま
で
、
各
地

区
連
合
町
内
会
と
の
平
成
25
年
度
地
区
懇
談
会
を
市
内

10
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
意
見
や

地
域
が
抱
え
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
と
市
の
職

員
が
懇
談
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
や
市
が
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
地
区
連
合
町
内
会
ご
と
に
毎
年
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

市
か
ら
は
、
『
公
共
施
設
整
備
の
あ
り
方
』
や
『
新

し
い
除
雪
体
制
』
、
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導

入
』
な
ど
9
項
目
を
情
報
提
供
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
区
連
合
町
内
会
か
ら
は
、
道
路
管
理
や
交

通
安
全
、
防
災
対
策
な
ど
暮
ら
し
に
身
近
な
課
題
の
ほ

か
、
市
の
施
策
や
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
、
各
地
区

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
や
質
問
が
出
さ
れ
る
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
市
民
と
市
職
員
が
活
発
な
議

論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
㈫
か
ら
11
月
7
日
㈭
ま
で
の
火
・
木
曜
日
、

緑
陽
中
学
校
3
年
生
約
130
人
が
家
庭
科
の
保
育
実
習
の

た
め
、
学
級
ご
と
に
１
日
ず
つ
、
市
が
特
定
非
営
利
活

動
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
に

委
託
し
、
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
2
階
に
開
設
し
て
い

る
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
を
訪
れ
ま
し
た
。 

　

生
徒
は
、
室
内
遊
び
、
外
遊
び
、
子
育
て
講
話
の
3

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
に
遊

び
に
き
た
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
絵
本
を

読
ん
だ
り
、
子
育
て
中
の
方
か
ら
子
育
て
の
体
験
談
を

聞
い
た
り
し
な
が
ら
、
子
育
て
の
大
変
さ
や
楽
し
さ
を

学
ん
で
い
ま
し
た
。

10/30～
11/22

10/29～
11/7

　

10
月
31
日
㈭
、
札
幌
市
白
石
区
役
所
で
登
別
市
と
西

山
製
麺
㈱
、
㈱
ロ
バ
パ
ン
2
社
に
よ
る
『
災
害
時
に
お

け
る
食
糧
供
給
の
協
力
に
関
す
る
協
定
書
締
結
式
』

（
市
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
津
波
想
定
の
見
直
し
に
よ
り
市
街
地

の
多
く
が
被
災
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
津
波
災

害
が
少
な
い
内
陸
部
の
企
業
と
食
糧
供
給
の
協
定
先
を

探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
旧
仙
台
藩
白
石
城
主
の
片
倉
家

に
開
拓
さ
れ
た
地
と
い
う
、
歴
史
的
ゆ
か
り
に
基
づ
き

交
流
し
て
い
る
『
白
石
区
ふ
る
さ
と
会
』
の
仲
介
に
よ

り
実
現
し
ま
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
食
糧
供
給
の
協
力
に
関
す
る
協
定
書
締
結
式

平
成
25
年
度
地
区
懇
談
会

緑
陽
中
学
校
3
年
生
家
庭
科
保
育
実
習

歴
史
的
な
つ
な
が
り
に
よ
り

白
石
区
ふ
る
さ
と
会
が
橋
渡
し

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

活
発
な
議
論
を
展
開

子
ど
も
と
触
れ
合
い
な
が
ら 

子
育
て
を
学
ぶ

▲ 西山製麺㈱、㈱ロバパンと交わした協定書
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10
月
5
日
〜
26
日
の
毎
週
土
曜
日
、
『
我
が
街

再
発
見
観
光
市
民
講
座
』
（
登
別
市
観
光
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
推
進
協
議
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
4

日
間
で
計
138
人
の
市
民
が
、
市
内
の
観
光
地
の
視

察
や
湯
の
華
づ
く
り
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
講
座
は
、
こ
と
し
登
別
地
獄
ま
つ
り
が
第
50

回
を
迎
え
た
こ
と
を
機
に
、
多
く
の
市
民
に
市
内

の
観
光
資
源
を
再
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
開
催
。

湯
の
華
づ
く
り
で
は
、
湯
の
華
で
木
の
葉
や
鬼
の

顔
な
ど
思
い
思
い
の
形
を
作
り
、
楽
し
み
な
が
ら

市
の
特
産
品
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

我
が
街
再
発
見
観
光
市
民
講
座

あ
ら
た
め
て
登
別
の

観
光
資
源
に
親
し
む

10/5
～26

▲笑顔で湯の華づくりを体験する参加者

　

10
月
29
日
㈫
、
市
民
見
学
会
（
市
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
11
人
の
参
加
者
は

若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
登
別
漁
港
、
登
別
地
獄
谷
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

同
見
学
会
は
、
施
設
の
見
学
な
ど
を
通
し
て
市
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

登
別
漁
港
で
は
、
参
加
者
は
そ
の
広
さ
に
驚
き
な
が
ら
、
清
浄
海
水
を
供
給

す
る
施
設
や
製
氷
・
貯
氷
庫
な
ど
最
新
の
衛
生
管
理
体
制
に
感
心
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
登
別
地
獄
谷
散
策
後
は
、
大
湯
沼
川
の
天
然
足
湯
を
体
験
し
、
楽
し

み
な
が
ら
市
の
擁
す
る
観
光
資
源
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

各
施
設
で
は
市
の
職
員
や
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
説
明
が
あ
り
、

参
加
者
は
興
味
深
そ
う
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

市
民
見
学
会

市
民
見
学
会
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 29

暮
ら
し
を
支
え
る

施
設
を
巡
る

▲ クリンクルセンター（上）と登別漁港を見学する様子

　

11
月
7
日
㈭
、
市
役
所
で
㈱
大
林
ク
リ
ー
ン
エ

ナ
ジ
ー
と
『
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
災
害
時
に
お

け
る
非
常
用
電
力
の
提
供
』
『
企
業
立
地
』
に
関

す
る
2
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
札
内
町
の
市
有
地
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

8
千
592
枚
を
設
置
し
、
10
月
3
日
㈭
か
ら
発
電
を

開
始
。
災
害
に
伴
う
停
電
が
発
生
し
た
場
合
は
、

防
災
活
動
に
お
け
る
資
機
材
の
充
電
な
ど
に
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
同
発
電
所
は
、
観
光
資
源
や
環
境
学
習

の
場
と
し
て
の
活
用
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

災
害
時
電
力
提
供
・
企
業
立
地
協
定
調
印
式

膨
ら
む
期
待

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
始
動

▲ 札内町に設置された太陽光パネル（左上）（一般家庭
560世帯分の電力量）
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